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⑥市民憲 章

は
誇
妬
す
す
す

わたくしたちは、利根川と手潤沼にかこまれ自然と歴史に|；
ぐくまれた我孫子の市民です。

わたくしたちは、田園教育文化都市をめざ，巾民としての§
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章を定めます
水と緑と±のにおいがいっぱいの住みよいあびこにしま面
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにしまT
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにしま？
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで賭しあいきまりを守り明るいあびこにします

我孫子市役所秘霊室広報広聴課
〒270-11我孫子市我孫子185Ba0471(85)1111

I

麺
世
紀
に
対
応
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
要
望
な
ど
を
直

接
お
聞
き
し
、
意
見
交
換
を
行

う
『
市
長
と
話
そ
う
』
（
市
長

と
市
民
の
対
話
の
日
）
を
毎
月

定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

行
政
改
革
や
福
祉
問
題
な
ど

増
蝿
蝋
織
郵
穂
蝿
謹
鐙
騨
纈
雛
瞬
蕊
纈
瀞
蕊
朧
朧
隣

９
．
３
金
ｇ
上
り
成
田
ｌ
我
孫
子
Ｉ
上
野
（
成
田
線
・
常
磐
線
）

〆

『
市
長
と
話
そ
う
Ｌ
品
賊
級
肺
睡

、／

ｔ

唾
側
艮
一
爾
舛
阻
蝕

成田線
部分複線化

７
月
帽
日
（
水
）
か
ら
毎
月
開
催
し
ま
す

巽度・
'j，卵二
病下っ
殖佐夕
雨姫・
凋北・
ta風fc

銀窺
的・

絵Pp
3認豊・

雪像
日屈風e
－L9P紐

を
は
じ
め
市
政
に
関
す
る
も
の
な
人
数
の
グ
ル
ー
プ
）
、
懇
談
時

ら
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
も
結
概
間
は
各
釦
分
以
内

で
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に
お
聞
か
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

せ
く
だ
さ
い
。
お
話
の
テ
ー
マ
な
ど
を
、
電
話

▼
日
時
第
１
回
：
７
月
猫
日
で
７
月
７
日
（
月
）
ま
で
に
広
報

（
水
）
午
後
１
時
か
ら
（
予
約
制
）
広
聴
課
広
聴
係
雲
顕
）
１
１
１

▼
場
所
市
長
応
接
室
１
へ

▼
対
象
市
民
（
個
人
ま
た
は
少
※
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
。

悲
願
達
成
に
県
・
沿
線
市
町
村
一
丸
ど
な
っ
て

『
成
田
線
諭
送
改
善
計
画
』
（
部
分
複
線
化
）
は
、
平
成
９
年
度
に
事
業
着
手
を
目
指
し
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
協
議
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
「
一
時
様
子
を
見
た
い
」

と
い
う
中
間
報
告
が
な
さ
れ
、
事
業
着
手
が
先
送
り
の
見
通
し
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
だ
。
今
号

で
は
、
中
間
報
告
の
内
容
と
部
分
複
線
化
の
早
期
実
現
を
目
指
し
て
、
今
後
、
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

’

成
田
線
の
複
線
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
６
年
哩
月
に
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

か
ら
『
成
田
線
輸
送
改
善
計
画
』

（
部
分
複
線
化
）
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
で
は
、
数

十
億
円
と
い
う
査
金
を
民
間
か
ら

の
寄
付
金
と
し
て
集
め
な
け
れ
ば
、

事
業
が
成
立
し
な
い
こ
と
か
ら
、

千
葉
県
を
通
し
て
、
事
業
費
の
削

減
や
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
負
担
割
合
の

見
直
し
を
目
的
と
し
た
計
画
の
再

提
示
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
（
計

画
概
要
参
照
）

そ
の
後
、
市
で
は
何
度
と
な
く

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
状
況
説
明
な
ど
の

確
認
を
し
ま
し
た
が
、
「
検
討
は

輸
送
改
善
計
画
の

そ
の
後
の
経
過

’
’

／、

ノ

進
ん
で
い
る
」
と
い
う
回
答
の
み

で
、
な
か
な
か
見
直
し
結
果
が
再

提
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

あ
ま
り
に
も
再
提
示
が
遅
れ
て

い
る
た
め
、
今
年
２
月
に
、
福
嶋

市
長
と
増
田
市
議
会
議
長
が
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
松
田
社
長
を
訪
ね
、
計

画
の
早
期
実
現
を
要
望
す
る
と
と

も
に
、
再
提
示
が
遅
れ
て
い
る
理

由
の
把
握
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
再
提
示
が
遅
れ
て

い
る
理
由
は
、
成
田
線
利
用
者
が

平
成
５
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
に
あ
る
こ
と
、
ま
た
沿
線
開
発

が
遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来

の
利
用
者
の
需
要
予
測
が
把
握
し

に
く
く
、
現
状
で
は
収
支
採
算
性

の
見
通
し
が
た
た
な
く
な
っ
た
た

め
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
成

田
線
輸
送
改
善
計
画
に
つ
い
て
、

「
一
時
様
子
を
見
た
い
」
と
い
う

中
間
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

一
一陵

Ｊ
Ｒ
東
日
本
松
田
社
長
（
左
）

に
、
計
画
の
早
期
実
現
を
要
望
す

る
福
嶋
市
長
と
増
田
識
長
（
右
）
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Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
の
再
提
示
遅

延
の
理
由
と
「
一
時
様
子
を
見
た

ど
と
い
う
報
告
に
対
し
て
、
沿

線
皿
市
町
村
で
織
成
す
る
成
田
線

複
線
化
促
進
期
成
会
で
は
５
月
幻

日
に
総
会
を
開
き
、
こ
の
よ
う
な

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
対
応
は
、
容
認
で

き
な
い
と
い
う
姿
勢
を
確
認
し
ま

し
た
。ま

た
、
千
葉
県
も
同
じ
意
見
で

あ
り
、
県
及
び
期
成
会
で
は
改
め

て
Ｊ
Ｒ
束
日
本
に
対
し
、
企
業
努

力
も
含
め
て
輸
送
改
善
計
画
の
早

期
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
よ
う

強
く
要
請
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
数
回

に
わ
た
り
協
議
を
行
い
ま
し
た
が
《

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
し
て
は
、
あ
く
ま

で
も
事
業
投
資
を
す
る
か
ど
う
か

は
収
支
採
算
性
の
見
通
し
に
よ
っ

て
決
定
す
る
の
で
、
成
田
線
利
用

者
が
増
加
傾
向
に
な
る
ま
で
は
様

子
を
見
た
い
と
の
結
論
で
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
の
協
議
の
結
論

と
し
て
、
こ
の
計
画
が
白
紙
に
な

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
収
支
採
算

性
が
見
通
せ
れ
ば
、
い
つ
で
も
着

手
で
き
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後

は
再
提
示
に
向
け
、
成
田
線
利
用

者
を
増
や
す
た
め
の
努
力
を
、
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
沿
線
市
町
村
の
双
方

、

千
葉
県
。
沿
線

市
町
村
の
姿
勢

今
後
の
課
題’ I

で
行
っ
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

〈
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
努
力
〉

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
企
業
努
力
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
千
葉
県
や
成
田

線
複
線
化
促
進
期
成
会
と
協
議
を

し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
提

案
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。

特
に
、
部
分
複
線
化
の
実
現
ま

で
の
当
面
の
対
策
と
し
て
、
朝
夕

ラ
ッ
シ
ュ
時
、
昼
間
時
間
帯
の
増

発
お
よ
び
最
終
電
車
の
延
長
に
つ

い
て
努
力
し
て
も
ら
う
こ
と
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

〈
沿
線
市
町
村
の
努
力
〉

沿
線
市
町
村
で
は
、
平
成
５
．

６
年
度
２
か
年
で
策
定
し
た
「
成

田
線
沿
線
地
域
活
性
化
調
査
」
の

再
整
理
を
行
い
、
早
急
に
対
応
す

べ
き
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
各

駅
へ
の
バ
ス
路
線
の
確
保
、
道
路

の
混
雑
緩
和
対
策
、
さ
ら
に
、
駅

前
広
場
、
取
り
付
け
道
路
、
駐
車

場
、
駐
輪
場
の
整
備
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
沿
線
地
域
の
開
発
計
画

の
促
進
を
図
る
こ
と
も
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

輸
送
改
善
計
画
の
概
要
は
、

「
我
孫
子
駅
～
東
我
孫
子
駅
」
．

「
木
下
駅
～
小
林
駅
間
の
一
部
」

の
区
間
を
複
線
化
し
、
そ
れ
に

伴
う
駅
の
改
良
、
変
電
所
の
移

転
、
電
車
車
庫
の
新
設
な
ど
の

工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

成
田
線
輸
送

改
善
計
画
の
概
要

■
１
１
４
４
１
１
１
‐
■
ｑ
ｊ
０
４
‐
１
４
‐
Ｉ
一
一

二
日
も
早
い
再
提
示
を
一
幸

市
長
煽
婚
詣
姦
一

二
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
９
年
得
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
の
企
業
努
力
》
一

一
度
着
手
が
延
期
と
な
っ
て
し
ま
と
し
て
の
再
提
示
を
強
く
求
め
華
一

一
っ
た
こ
と
を
、
た
い
へ
ん
申
し
て
い
き
ま
す
。

菫
訳
な
く
思
い
ま
す
。
私
と
し
て
ま
た
、
利
用
者
を
増
や
す
た
幸

一
も
『
部
分
複
線
化
計
画
の
再
提
め
、
沿
線
市
町
村
と
し
て
も
、
一
串

一
一
示
を
間
も
な
く
行
う
と
言
い
続
あ
ら
た
め
て
沿
線
の
活
性
化
な

１
け
て
き
た
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
、
突
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
同
時
に
窒

一
然
方
針
を
変
更
し
、
先
送
り
し
Ｊ
Ｒ
側
の
努
力
と
し
て
、
当
面
菫

た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
す
。
の
「
増
発
」
や
「
終
電
の
延
長
」

ゞ
Ｊ
Ｒ
の
理
由
は
、
利
用
者
が
を
強
く
要
錆
し
ま
す
。

一
減
少
し
、
採
算
の
見
通
し
が
立
今
後
さ
ら
に
、
市
民
の
皆
さ
幸

手
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
ん
と
一
緒
に
な
っ
た
連
動
を
行

一
地
元
か
ら
み
れ
ば
、
利
便
性
が
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
三

一
向
上
し
な
い
こ
と
が
利
用
者
減
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

‐
卜
‐
１
，
１
１
‐
１
０
‐
ｊ
⑲
Ｕ
ｊ
ｑ
ｊ
１
Ｉ
４
、
１
０
‐

〆 、

今
後
は
、
成
田
線
複
線
化
促
進

期
成
会
の
幟
成
市
町
村
の
連
携
を

よ
り
一
層
強
化
し
、
千
葉
県
の
協

力
を
得
て
、
Ｊ
Ｒ
束
日
本
と
ざ
ら

に
識
極
的
に
協
議
を
行
い
、
一
日

も
早
い
再
提
示
を
強
く
要
請
し
て

い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
識
極
的
に

成
田
線
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
改
善
工
事
に
よ
り
、
現
行

の
１
時
間
当
た
り
最
大
巧
分
に
１

本
の
運
行
本
数
が
、
ｍ
分
以
内
に

１
本
の
運
行
が
可
能
と
な
り
、
ラ

ッ
シ
ュ
時
の
混
雑
が
緩
和
で
き
ま

す
。

対
象
の
事
業
費
は
、
約
１
５
０

計
画
の
早
期
実

現
を
め
ざ
し
て

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

L ノ

ぐ
熱
い
繊
論
が
か
わ
さ
れ
た
成
田

線
複
線
化
促
進
期
成
会
総
会

▼
問
い
合
わ
せ
成
田
線
複
線
化

推
進
室
霊
（
顕
）
１
１
１
１

億
円
が
示
冬
れ
Ｊ
Ｒ
東
日
本

の
負
担
が
３
分
の
１
．
地
元
の

負
担
が
３
分
の
２
と
な
っ
て
い

ま
す
。し

か
し
、
地
元
の
負
担
分

（
県
・
沿
線
市
町
村
）
に
つ
い

て
は
、
自
治
省
の
承
認
が
必
要

で
あ
り
、
般
大
で
も
全
体
の
２

分
の
１
ま
で
で
、
不
足
分
は
民

間
か
ら
の
寄
付
金
に
頼
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

複 線成田線みんなの力 化て
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pも.子之縛．

れ宋
も－－－
午§
後湖
6北
時駅
力動・

ら布
7佐
時駅
ま、
でし、

ず

-で2

犠3
牲3
に名
なの
つ尊
てし、

い命
ま力ぎ
す交
。通

中事
で．i技

②必
横ず
断停
歩止
道で
等き
にる

歩連
行度
者で
や進
自行
i1重

篝
め
墓
れ
の
薑
婁
薑
の
壼
力
ゞ
横
断
‐
歩
行
者
‐
を

し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
・
開
し
ま
す
。

行
の
な
い
鯛
る
藝
蘂
こ
；
亘
・
毒
，
月
１
昊
》
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

お
い
て
力
を
あ
わ
せ
、
犯
罪
や
非
お
願
い
し
ま
す
。

剛
囲
い
脳
シ
ｊ
■
慨
幽
睡
■
】
：
我
孫
子
駅
・
天
王
台
腿
２
日
県
内
で
は
、
６
月
”
日
現
在
が
明
ら
か
な
と
き
以
外

’
毎
年
７
月
は
、
「
社
会
を
明
る
地
区
更
生
保
謹
婦
人
会
、
福
祉
団
（
１
枚
１
点
）
、
住
所
、
氏
名
、
省
広
報
室
へ

く
す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。
体
の
皆
さ
ん
が
、
市
内
各
駅
の
駅
電
話
番
号
、
学
校
名
・
勤
務
先
、
囮
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
社
会
係

｝
易
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
前
で
「
少
年
非
行
防
止
と
更
生
の
年
齢
、
性
別
、
朱
書
で
「
社
明
標
容
（
理
１
１
１
１
内
線
３
０
９

が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
援
助
」
を
目
標
に
広
報
活
動
を
展

卵 社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

|’
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
認
し
て
く
だ
さ
い
。
歩
行
者
が
い
と
き

委
員
会
体
育
課
電
（
座
１
１
５
１
で
に
所
定
の
用
紙
（
各
団
体
開
放
１
へ
本
人
が
持
参

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。
▼
テ
ー
マ
犯
罪
や
非
行
の
防
止
、
語
」
を
明
記
し
、
７
月
誕
日
（
木
・

連
動
期
間
中
の
７
月
１
日
・
２
犯
罪
者
の
更
生
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
１
０
０
千

日
の
両
日
、
市
保
謹
司
会
、
束
萄
▼
応
募
方
法
ハ
ガ
キ
に
標
語
代
田
区
霞
が
関
１
の
１
の
１
法
務

７
月

は
強

市
で
は
、
「
我
孫
子
市
水
道
事

業
運
営
審
議
会
」
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

こ
の
審
議
会
住
水
道
事
業
の

重
要
施
策
等
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
や
専
門
知
識
を
も

と
に
調
遜
審
議
し
、
提
言
を
行
な

う
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

審
議
会
に
幅
広
い
意
見
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
水
道
事
業
経
営

や
料
金
な
ど
に
意
見
の
あ
る
方
の

中
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
必
ず
停
止
※
幼
児
お
よ
び
小
学
生
は
、
高
校
病
ず
れ
も
、
学
区
内
児
垂
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
押
印
の

も
、
歩
行
者
が
繊
断
歩
道
を
検
断
車
が
い
る
と
き

水
道
事
業
運
営
審
議
会
委
員
募
集

調
月
間

|’応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員
４
名

▼
職
務
内
容
年
間
数
回
開
催
さ

れ
る
審
議
会
に
出
席

▼
応
募
資
格
市
内
在
住
の
満
加

歳
以
上
で
、
①
一
般
の
方
蔓
益

者
の
代
表
）
、
②
学
識
経
験
者

（
法
人
企
業
の
経
営
や
経
理
の
経

験
ま
た
は
水
道
技
術
に
学
識
や

経
験
の
あ
る
方
）

▼
選
考
方
法
選
考
委
員
会
に
よ

る
意
見
書
審
査

▼
任
期
２
年

▼
応
募
方
法
。
問
い
合
わ
せ
水

道
事
業
に
対
す
る
意
見
書
（
４
０

０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程
度
）

と
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
７
月
猫
日
（
水
・

消
印
有
効
）
ま
で
に
我
孫
子
１
６

８
４
水
道
局
経
営
管
理
課
経
営
管

理
係
壷
（
錘
）
０
１
１
１
へ
郵
送
、

ま
た
は
持
参

県
警
察
で
は
、
犯
罪
や
交
通
事

故
の
被
害
者
や
そ
の
遺
族
の
各
種

相
談
や
精
神
的
悩
み
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
犯
罪
や
事
故
の
被
害
者
相
談

警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
垂
０
４

３
（
２
２
７
）
９
１
１
０

．
痴
漢
等
の
被
害
相
談
女
性
相

談
所
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０

被
害
書
相
談
窓
口
篇
設

１
０
４
８
２
２
４

．
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
暴
力

団
相
談
垂
０
４
３
（
２
５
４
）
８

９
３
０

．
少
年
に
関
す
る
困
り
ご
と
ヤ

ン
グ
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー
壷
０
４

３
（
２
２
５
）
７
８
６
７

．
女
性
相
談
交
番
我
孫
子
警
察

署
寿
交
番
壷
（
理
２
５
１
１

◎
我
孫
子
警
察
署
被
害
者
相
談
窓

口
警
務
課
垂
（
聖
０
１
１
０

いへ

▼
場
所
手
賀
沼
公
園
内
野
山
小
、
湖
北
台
東
小
、
新
木
小
、
▼
日
時
８
月
１
日
（
金
）
か
ら
、

▼
時
間
①
午
前
９
時
か
ら
ｎ
時
布
佐
小
日
（
且
午
前
８
時
鋤
分
か
ら
午
後

②
正
午
か
ら
午
後
２
時
③
午
後
２
▼
期
間
８
月
１
日
（
全
か
ら
８
５
時
季
校
に
よ
り
勤
務
日
数
が

時
釦
分
か
ら
４
時
卯
分
丁
日
３
日
（
金
）
ま
で
禿
だ
し
、
土
咄
日
異
な
り
ま
す
）

回
入
れ
替
え
制
）
④
専
用
貸
し
切
の
午
後
と
日
雌
日
は
除
き
、
学
校
▼
場
所
市
内
小
学
校
プ
ー
ル

リ
午
後
５
時
訓
分
か
ら
７
時
訓
分
に
よ
っ
て
は
期
間
中
で
も
開
放
で
▼
定
員
鋤
名
程
度

▼
料
金
中
学
生
以
下
釦
円
、
高
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
）
▼
資
金
時
給
８
３
０
円

校
生
以
上
１
０
０
円
、
専
用
貸
し
▼
利
用
で
き
る
団
体
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
履

切
り
５
２
５
０
円
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
歴
書
（
写
真
・
ラ
イ
カ
判
貼
付
）

月
加
日
（
祝
）
の
午
前
中
は
市
民
水
▼
開
放
校
第
一
小
、
塞
一
小
、

泳
大
会
の
た
め
休
止
〉
第
三
小
、
第
四
灸
並
木
小
、
高

◎
一
般
開
放

▼
開
放
校
根
戸
小
、
湖
北
小
、

湖
北
台
西
小
、
布
佐
南
小

▼
開
放
日
時
８
月
１
日
（
金
）
か

ら
、
日
（
且
午
前
９
時
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
４
時
〈
た
だ
し
、

根
戸
小
は
２
日
（
土
）
か
ら
〉

▼
期
間
７
月
加
日
（
祝
）
か
ら
８
高
校
生
以
上
の
方
が
同
伴
の
こ
と
囮
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
体

月
誕
日
（
旦
ま
で
〈
た
だ
し
、
７
．
団
体
開
放
育
課
壷
（
理
１
１
５
１

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
を
通
じ
て
、
自
宅
で
学
習
で
き

る
大
学
で
す
。
廻
歳
以
上
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

▼
募
集
学
生
①
全
科
履
修
生

（
大
学
卒
業
を
め
ざ
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
塞

▼
料
金
無
料
校
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記

※
小
学
校
低
学
年
以
下
の
方
は
、
し
、
同
校
へ
提
出

放
送
大
学
２
期
生
募
集

③
科
目
履
修
生
（
半
年
間
在
学
）

▼
出
願
受
付
期
間
７
月
巧
日

（
火
）
か
ら
８
月
西
日
（
金
）

▼
賓
料
請
求
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
ま
た
は
電
話
で
〒
２
６
１
干

葉
市
美
浜
区
若
葉
２
の
ｕ
放
送
大

学
本
部
壷
０
４
３
（
２
７
６
）
５

１
１
１
へ

金会
融

銅
日

分
か

７
月

市
商

３
１

い
《
目

I

畷諏職認
』

L

7月12日(土)｡13日(日）

市役所本庁｡湖北台支所

収
税
課
で
は
、
仕
事
な
ど
で

平
日
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方
を

対
象
に
、
市
税
（
市
・
県
民
税
、

固
定
壷
産
税
、
軽
自
動
車
税
）

の
納
税
相
談
を
市
役
所
本
庁
と

湖
北
台
支
所
で
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
納
付
も
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
７
月
哩
日
（
土
）
・
過

日
（
且
両
日
と
も
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時

▼
場
所
市
役
所
本
庁
収
税
課
、

お
よ
び
湖
北
台
支
所

※
当
日
、
市
役
所
は
閉
庁
の
た

め
、
正
面
玄
関
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
城
員
玄
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
（
上
図
参
照
）

▼
問
い
合
わ
せ
収
税
課
容

（
錨
）
５
８
４
３
（
当
日
に
限
る
）

駁

４
１
県
道
船
僑
・
我
孫
子
継

手 駅
頭
広
報
活
動

市民会麓

標
語
募
集

免除申請はお早めに

す
。
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
、
国
保
年
金
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

免
除
の
承
認
は
、
前
年
の
所

得
金
額
な
ど
を
基
準
に
決
定
さ

れ
、
承
認
期
間
は
、
申
請
月
の

前
月
か
ら
年
度
末
ま
で
で
す
。

８
年
度
に
免
除
を
受
け
た
方

で
、
９
年
度
も
免
除
を
希
望
す

る
場
合
も
新
た
に
申
請
が
必
要

で
す
。
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

※
必
要
書
類
等
、
詳
し
く
は
国

国
民
年
金
保
険
料
を
未
納
の
保
年
金
課
年
金
係
垂
（
亜
１
１

ま
ま
に
す
る
と
、
将
来
年
金
が
１
１
内
線
３
２
６
．
３
２
７
へ

受
給
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
学
校
プ
ー
ル
開
放

市
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

プ
ー
ル
監
視
員
募
集
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用
具
は
毎
回
第
１
回
は
パ
ス
タ
時
追
分
か
ら
９
時
妬
分
受
付
▼
日
時
７
月
３
日
（
木
）
、
ｍ
日
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
お
よ
び
Ｂ
票
印
鑑
▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約
官

は
し
か

オ
ル
ー
枚
（
体
操
時
に
必
要
）
、
▼
対
象
平
成
９
年
３
月
生
ま
れ
（
木
）
い
ず
れ
も
午
前
９
時
巧
分
か
Ｃ
Ｇ
接
種
麻
疹
二
一
種
混
合
▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▼
時
間
午
前
９
時
鋤
分
か
ら
、

時
鋤
分
（
開
始
、
分
前
に
は
受
付

方
、
ご
家
族
の
方
も
ぜ
ひ
参
加
を
。

▼
日
時
７
月
過
日
（
金
）
午
後
０

時
拓
分
受
付
、
１
時
か
ら
３
時
鋤

を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
じ
▼
日
時
７
月
１
日
、
８
日
、
お
け
さ
せ
る
た
め
に
父
親
、
母
親
の

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
日
の
い
ず
れ
も
火
曜
日
、
午
前
９
役
割
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

|フ肩の日曜‘休日当番医
こ
れ
か
ら
父
親
、
母
親
に
な
る

1健康ガイド保
健
セ
ン
タ
ー
で

侵診療時間午前9時から午後5時

し持参するもの健康保険証と診療費

桑
２
回
は
歯
ブ
ラ
シ
▼
内
容
身
体
測
定
、
赤
ち
ゃ
ん
▼
対
象
平
成
７
年
狸
月
生
ま
れ

▼
申
し
込
み
電
話
で
予
約
体
操
、
栄
養
・
歯
科
な
ど
の
相
談
（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

ご
母
親
学
級
日
程

一
．
。
‐
’
一
※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳
票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

育
児
な
ど
の
相
談
が
あ
る
方
▼
対
象
平
成
６
年
ｎ
月
生
ま
れ
▼
日
時
７
月
、
日
（
木
）
午
前
９

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）
時
受
付
、
９
時
訓
分
か
ら
正
午

▼
日
時
７
月
妬
日
（
金
）
午
後
１
す
。
新
婚
家
庭
の
主
婦
や
妊
婦
を
対
食
（
お
に
ぎ
り
等
）

時
か
ら
２
時
受
付
▼
日
時
７
月
Ⅳ
日
（
木
）
午
前
９
象
に
献
立
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
▼
申
し
込
み
電
話
で
７
月
型
日

▼
対
象
乳
幼
児
で
栄
養
・
歯
科
．
時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分
受
付
ス
、
調
理
実
習
を
し
ま
す
。
（
月
）
ま
で
に
予
約

の
無
料
券
を
利
用
し
、
医
療
機
関

で
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
対
象
児
に
は
通
知
し
ま
す
）
ら
、
時
釦
分
受
付

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

|I

尖
予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

二
極
混
合
、
風
し
ん
、
日
本
脳
炎

の
予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。
実
施
医
療
機
関

お
よ
び
予
防
接
種
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
乳
幼
児
は
予
防
接
種
ノ
ー

ト
（
出
生
お
よ
び
小
学
校
入
学
前

ま
で
の
対
象
と
な
る
転
入
者
に
は

各
翌
月
に
郵
送
）
を
、
小
・
中
学

生
は
予
防
接
種
の
予
診
票
に
添
付

し
て
あ
る
表
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
外
の
小
・
中
学
校
に

通
学
し
て
い
る
方
は
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
予
診

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
を
行
い
ま

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知
▼
定
員
加
名
（
先
着
順
）
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
が
、
食

ハ
ガ
キ
、
親
と
子
の
歯
ブ
ラ
シ
、
▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
や

２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

6

▼
時
間
午
後
１
時
訓
分
か
ら
３

時
（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

▼
持
参
健
康
手
帳
、
体
操
の
で

き
る
服
装

▼
申
し
込
み
直
接
、
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

司
肩
こ
り
腰
痛
教
室
日
程

コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

※
対
象
児
だ
け
に
限
り
ま
す
。

鵬:；
風きア
、』

献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
が
必

要
な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

さ
ん

用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
主

努
力
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら

へ
た
し
ろ
う
と

な
い
面
が
あ
り
、
下
手
に
素
人

判
断
す
る
よ
り
は
医
師
な
ど
の

専
門
家
に
ま
か
せ
た
方
が
よ
い

場
袷
が
あ
り
ま
す
。
（
成
人
病

の
癌
診
断
な
ど
）

し
か
し
、
健
康
を
害
し
た
り

疾
病
に
か
か
る
大
き
な
原
因
は
、

運
動
不
足
や
不
合
理
な
食
生
活
、

あ
る
い
は
休
菱
や
睡
眠
を
含
め

た
日
常
生
活
の
不
摂
生
に
よ
る

場
合
が
多
い
の
で
す
。

特
に
現
代
人
の
成
人
病
は
、

連
動
不
足
や
い
ろ
い
ろ
な
悪
し

き
生
活
習
慣
（
食
生
活
、
喫
煙
、

健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
条

件
の
中
に
は
、
本
人
の
注
意
や

健
康
メ
モ
⑭

飲
酒
な
ど
）
と
密
接
な
関
係
が
あ

り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
高
血
圧
心
臓
病

守
』
呉
安
一
一
つ
〃
、

（
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
）
、
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
、
肥
満
な
ど
で
す
。

こ
れ
ら
成
人
病
と
い
わ
れ
る
疾

患
は
、
い
ま
や
中
高
年
ば
か
り
で

な
く
、
も
っ
と
年
少
の
学
童
や
ぺ

時
か
ら
２
時
い
、
歩
か
な
い
な
ど
発
達
の
遅
れ

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の
が
心
配
な
２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

自
分
の
健
康
づ
く
り
は

生
涯
続
け
ま
し
よ
う

て
い
ま
す
。
そ
し
て
大
人
は
テ
レ

ビ
の
前
で
ゴ
ロ
寝
、
子
ど
も
た
ち

は
フ
ァ
ミ
コ
ン
に
熱
中
と
い
う
の

で
は
、
運
動
不
足
に
拍
車
が
か
か

る
の
は
、
当
然
の
成
り
行
き
と
い

え
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
を

生
涯
の
友
と
す
る
た
め
に
は
、
自

付
は
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
糖
神
病
、
精
神
神
経
症

な
ど
心
の
病
で
悩
ん
で
い
る
方

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
嘱
託

医
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要
で

す
）

長
続
き
す
る
運
動
は
、
血
圧

を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
心
臓

に
と
っ
て
も
効
率
よ
く
酸
素
や

栄
養
が
、
供
給
さ
れ
る
と
い
う

良
い
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
か
ら
だ
の
脂
肪
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
消
蛮
し
、

筋
肉
に
刺
激
を
与
え
る
こ
と
で
、

理
想
的
な
肥
満
の
対
策
に
な
り

ま
す
。さ

ら
に
、
運
動
に
よ
り
善
玉

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
）

が
増
加
し
、
ま
た
、
骨
に
力
学

的
な
ス
ト
レ
ス
が
加
わ
り
、
骨

量
が
増
加
し
て
骨
組
し
よ
う
症

の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。

自
分
の
健
康
づ
く
り
運
動
は
、

ぜ
ひ
、
生
涯
続
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
配
）
５
５
２
５

▼
日
時
７
月
７
日
（
月
）
、
配
日

（
月
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
員
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
専

門
医
に
よ
る
相
談
は
予
約
が
必
要

で
す
）

－－

し
あ
わ
せ
学
級

田
親
学
級日

6日

13日

日

､21日

27日

病 。医院名

我孫子つくし野病院

せり整形外科

我孫子聖仁会病院

中 川小 児科医院

平和台病院

我孫子つく し 野 病 院

アビコ外科整形外科病院

藤本内科医院

電話

84-2211

86-0685

88-3111

88-1018

89-1111

84-2211

84-7321

82-1885

回

第1回

第2回

期日

7月4日

(金）

7月11日

(金）

内容

･妊娠中、産後の生活

･妊婦体操（実習）

･妊娠中の歯科衛生

(歯みがき実習）

･妊娠中の栄誕

･赤ちゃんの誕波

３
か
月
児
相
談

ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
１
１
１
１
１
１
ｈ

柵
棚
川
歯
科
講
演
会

初
妊
婦
の
方
を
対
象
に
、
妊
き
た
い
歯
の
話

か
ず
の
り

娠
中
の
歯
科
衛
生
や
赤
ち
ゃ
ん
▼
講
師
後
藤
和
徳
（
我
孫
子

の
歯
を
丈
夫
に
育
て
る
た
め
の
市
歯
科
医
師
会
）

お
話
を
し
ま
す
。
▼
定
員
鋤
名
（
先
着
）

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
▼
参
加
変
無
料

▼
日
時
７
月
面
日
（
木
）
午
後
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

１
時
釦
分
か
ら
３
時
電
話
で
７
月
超
日
（
水
）
ま
で
に

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
セ
ン
タ
ー
垂
（
飯
）
１
１
３

▼
内
容
妊
娠
中
に
知
っ
て
お
１
へ

１
歳
６
か
自
児
健
康
診
査

育
児
相
談

夜 間 に 急 病のときは

言上奮受B(Sﾌ)1141

ム
シ
歯
予
防
教
室

日
本
脳
炎

第
Ⅲ
期

皿
歳
か
ら
順

予
診
粟
を
醜

菜
満
（
中
学
３
年
生
に

》
）
．
１
回
接
種

第
Ⅱ
期

９
歳
か
ら
掴

予
診
票
を
醜

菜
満
（
小
学
４
年
生
に

叩
）
．
１
回
接
種

第
1

期

生
後
６
月
か
ら
卯
月
未
満
・
初
回
（
２

回
）
及
び
追
加
１
回
接
種

風
し
ん

生
後
理
月
か
ら
卯
月
未
満
、
哩
歳
か
ら
逓
歳
未
満

（
中
学
２
年
生
に
予
診
票
を
配
布
）
で
１
回
接
種

痒
錨
一
峰
フ
締
り
岬
一

第
Ⅱ
期
１
回
接
種
、
ｎ
歳
か
ら
鯛
歳
未
満
（
小
学

６
年
生
に
予
診
票
を
配
布
）

三
種

混
合

生
後
３
月
か
ら
卯
月
未
満
・
Ｉ
期
初
回
（
３
回
）

及
び
Ｉ
期
追
加
１
回
接
種

百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種
混
合
を
接
種

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
皿
月
か
ら
卯
月
未
満
．
１
回
接
種

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

及
び
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

４
歳
未
満
・
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
姦
の
結
果
、

陰
性
反
応
の
場
合
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

す
こ
や
か
栄
養
教
室

期日

7月8日

(火）

7月15日

(火）

7月22日

(火）

主な 内容

･屑こり腰荊予防の体操

･歯の話

･屑こり腰捕予防の体操

･栄誕の話

･保健推進貝による健康体

操

肩
こ
り
・
腰

栄
養
相
談

乳
幼
児
発
達
相
談

療
育
・
相
談

献血に

ご協力を

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
献
血
し
て
▼
日
程
・
場
所
①
７
月
７
日

い
た
だ
い
た
貴
重
な
血
液
は
、
ケ
（
且
保
健
セ
ン
タ
ー
②
詔
日

ガ
や
病
気
で
苦
し
ん
で
い
る
患
者
（
月
）
市
役
所
本
庁
正
面
玄
関
前

さ
ん
に
輸
血
さ
れ
、
生
命
を
守
る
▼
時
間
両
日
と
も
午
前
９
時

た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
訓
分
か
ら
正
午
、
午
後
１
時
か

い
ま
す
。
夏
季
は
特
に
血
液
が
不
ら
３
時
鋤
分

足
し
ま
す
。
今
後
も
献
血
に
極
極
▼
問
い
合
わ
せ
厚
生
課
社
会

的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
係
云
（
閉
）
１
１
１
１

職
の
健
康
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
悩
み
ご
と
相
錘
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目
●
闇
同
凹

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
、
集
ま
れ
。

▼
場
所
。
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
識
室
：
７
月
３
日
（
木
）
・
面

日
（
木
）
＊
布
佐
分
館
お
は
な
し

の
へ
や
．
：
７
月
、
日
（
木
）
＊
湖

北
台
分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）
・
・
．

７
月
ｎ
日
（
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
訓

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
加
分
ま
で
）

◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
水
彩
画
Ⅱ

か
ん
ら
く

▼
作
品
。
作
者
甘
楽
、
利
根
川
、

白
樺
高
原
、
白
河
（
阿
武
隈
川
の

源
流
）
、
塩
原
…
岡
野
キ
ヤ
サ
リ

ン
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館
Ⅱ
絵
画
Ⅱ

今
回
は
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
通
う
絵
画
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
作
者
長
尾
保
江
、
辻
カ
ツ
子
、

露
市
民
図
塞
館

串
湖
北
台
分
館

鐙
布
佐
分
館

串
移
動
図
書
館

お
は
な
し

－－

|I一
。

図
書
館

だ
よ
り

ギ
ヤ 壷

（
別
）
１
１
１
０

壷
（
印
）
３
０
５
５

公
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
印
）
０
９
０
９会

１
１
１

か
ず
し

吉
田
健
一
、
玉
野
浩
、
青
山
一
二
、

ひ
で
み
た
け
よ
し
た
篭
つ
ぐ

中
西
英
已
、
武
善
忠
次
、
清
水
文

子囮
展
示
期
間
６
月
詔
日
（
土
）
か

ら
８
月
、
日
（
日
）
ま
で

一
／
″
，
‐
‐
‐
‐
、
、
、
■
■
吾
奴
“
０
一
／
″
，
‐
‐
‐
‐
１
，

ス
ラ
イ
ム
を
使
っ
て
、
固
体
と

液
体
に
つ
い
て
実
験
し
ま
す
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
に
も
役
立

つ
、
楽
し
い
科
学
遊
び
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
７
月
哩
日
（
土
）
午
前
、

そよかぜ号(:鰍:)了月の日程(蕊） の
た
め
の
読

曜日|日 |ｽﾃｰｼｮﾝ名I場所時間(午後）
|湖北|湖北地区公民館1:20~1:50
1中峠|中峠飽田谷公園2:10~2:40
1青山台|柴崎台4号公園3:00~4:00
1平和台|布佐南近隣センター2:00~2:40
新木野新木児童公園3:00～4:00

久寺家久寺家あけぼの公園2:00～2:45

つくし野東急ショッピングセンター婆3:00～4:00

l天王台東天王台東児童公園2:00~2:50
1天王台西|浅野谷3号公園3:10~4:00
|白山|三洋電機社宅入口1:30~2:15
1並木|カクライ家具駐車場2:30~3:00

田|台田池尻公園3:20~4:00
一
画

根戸|根戸近隣センター2:00~2:40
1つくし野|東急ﾝヨッピングｾﾝﾀー 裏|3:00~4:00

’
|；木

４
．
咽

金 時
か
ら
正
午
（
参
加
費
無
料
）

▼
場
所
図
書
館
布
佐
分
館

▼
講
師
坂
口
美
佳
子
（
科
学
読

物
研
究
会
会
員
）

▼
対
象
・
定
員
小
学
校
４
年
生

か
ら
中
学
生
・
先
潜
弱
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
図
書
館
布
佐
分
館
丑
弱
）
１

３
１
１
へ

鱗
…

ＵＵＵＵ凹凹⑲。

7月20日(祝)にも

市民図書館本館は

開館します

9
｡

23
水

10
，

24
木

11
ゆ

25
し問い合わせ市民図書館本館金

▼
日
時
７
月
週
日
（
且
午
前
、

時
か
ら
午
後
３
時

▼
場
所
柏
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
柏
市
教
育
福
祉
会
館
内
）

▼
対
象
。
定
員
お
お
む
ね
如
歳

以
上
の
方
、
先
着
、
名

▼
内
容
公
的
保
険
と
個
人
保
険

に
つ
い
て
（
希
望
者
若
干
名
に
、

個
別
相
談
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

▼
受
講
料
無
料
（
昼
食
持
参
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
７
月
９
日
（
水
）
ま
で
に
（
財
）

県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財
団
長
寿
課
霊

０
４
３
（
２
２
１
）
７
４
４
８
へ 筐隻工

市
民
図
書
館
の
検
索
用
端
末
機

は
、
こ
れ
ま
で
キ
ー
ボ
ｉ
ド
入
力

で
し
た
が
、
画
面
に
ふ
れ
る
だ
け

の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
に
よ
り
、
今
ま

で
よ
り
簡
単
に
本
の
検
索
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館
本

館
壷
（
鯉
）
１
１
１
０

◎
７
月
旧
日
（
土
）

季
⑧
～
⑧
（
手
賀
沼
公
園
通
り
）

八
坂
神
社
の
祭
礼
、
湖
北
ま
つ

り
が
行
わ
れ
ま
す
。

祭
り
の
期
間
中
に
は
、
交
通
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
我
孫
子

車
両
通
行
止
め

祭
礼
に
伴
う
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

｜
牙
フ
ブ
｜
弓
追
手
！

『
経
済
計
画
講
座
』

参
加
者
募
集

『

７
月
相
日
（
土
）
・
即
日
（
祝
）

Ⅱ
我
孫
子
警
察
署
冠
（
腿
）
０
１
１
０
Ⅱ

▼八坂神社祭礼交通規制図 ：
・
正
午
か
ら
午
後
、
時

◎
７
月
加
日
（
祝
）

孝
⑧
～
◎
（
手
賀
沼
公
園
通
り
・

駅
前
通
り
）
采
⑧
～
②
モ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
前
～
鈴
木
屋
本
店
前

交
差
点
）
：
．
午
前
９
時
訓
分
か
ら

午
後
、
時
（
た
だ
し
、
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
は
通
行
可
能
、
⑧
か
ら
◎

お
よ
び
⑧
か
ら
⑤
は
午
後
０
時
鋤

分
か
ら
３
時
ま
で
通
行
で
き
ま
す
。

〈
部
分
通
行
止
め
〉

品
。
～
⑧
（
第
四
小
学
校
～
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
前
）
：
．
午
後
６
時
卵

分
か
ら
７
時
加
分
・
７
時
如
分
か

ら
８
時
、
分
争
②
～
◎
（
鈴
木

屋
本
店
前
交
差
点
～
消
防
署
脇
交

差
点
）
：
．
正
午
か
ら
午
後
４
時

＊
部
分
通
行
止
め
睦
加
日
（
祝
）

の
み
実
施
し
ま
す
。

◎
７
月
加
日
（
祝
）
糸
⑧
～
⑧

（
セ
ブ
ヱ
イ
レ
ブ
ン
前
～
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
裏
Ｔ
字
路
）
：
・
午
前
９

駅
南
側
お
よ
び
湖
北
駅
北
側
に
お

い
て
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制
を

実
施
し
ま
す
。
皆
ざ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

一
方
通
行

=-1 台～

◎
７
月
旧
日
（
土
）
手
④
～
⑧
～

。
…
午
前
ｎ
時
訓
分
か
ら
午
後
１

時
季
⑧
～
⑧
～
。
～
⑧
～
⑤
．
：

午
後
６
時
か
ら
、
時

◎
７
月
加
日
（
祝
）
冬
④
～
⑧
～

◎
．
：
午
前
ｎ
時
鋤
分
か
ら
午
後
１

時
・
午
後
３
時
か
ら
６
時
冬
⑧

～
⑧
～
。
～
⑧
～
⑧
…
午
後
６
時

か
ら
、
時

時
鋤
分
か
ら
午
後
、
時

バ
ス
の
運
行

〈
阪
東
バ
ス
〉

◎
７
月
個
日
（
土
）
午
前
ｎ
時
以

降
の
市
役
所
経
由
は
、
す
べ
て
第

一
小
経
由
に
な
り
ま
す
。

◎
７
月
即
日
（
祝
）
午
前
９
時
ま

で
の
市
役
所
経
由
は
第
一
小
経
由

に
、
午
前
９
時
釦
分
以
降
の
我
孫

子
駅
発
着
は
運
休
に
、
午
前
９
時

以
降
の
布
佐
駅
・
湖
北
駅
南
口
か

ら
の
我
孫
子
駅
行
き
は
、
束
我
孫

７
月
過
日
（
金
）
か
ら
幻
日
（
体
）

ま
で
自
転
車
は
湖
北
マ
イ
ン
第
２

自
転
車
駐
輪
場

車
両
通
行
止
め

’

７
月
旧
日
（
土
）
・
即
日
（
祝
）

▼湖北まつり交通規制図

布佐
一

）

零
一

マ
イ
ン
第
２
駐
車
岨

子
ｿﾘﾝｽﾀfn 国道356号線

駐
車
場
内
仮
設
駐
輪
場
に
置
い
て

く
だ
さ
い
。

※
駅
前
に
駐
車
中
の
自
転
車
は
、

画
日
（
木
）
終
電
車
発
車
後
、
仮
設

駐
輪
場
に
移
動
し
ま
す
。

肺
昆
燃
計
郷
利
用
者
へ

祭
り
期
間
中
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
つ
つ
じ
荘
」
・
市
民
体
育

館
の
送
迎
バ
ス
は
、
運
行
時
間
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
発
着
が

湖
北
駅
南
口
に
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
つ
つ
じ
荘
壷

函
）
０
１
２
３
．
教
育
委
員
会
体

育
課
壷
（
理
１
１
５
１

子
車
庫
止
ま
り
に
な
り
ま
す
。
一

〈
関
東
鉄
道
バ
ス
〉

◎
７
月
旧
日
（
土
）
通
常
運
行
一

．
７
月
加
日
（
祝
）
午
前
９
時
鋤
ゞ

分
以
降
の
我
孫
子
駅
発
着
は
、
鈴
一

木
屋
本
盧
別
交
差
点
発
着
に
な
り
、
一

午
後
０
時
遁
分
発
・
１
時
妃
分
発
・
一

２
時
“
分
発
は
運
休
し
ま
す
。
一

〈
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
巡
回
バ
ス
〉
一

７
月
過
日
（
土
）
の
正
午
か
ら
、
一

田
口
宅
前
の
停
留
所
へ
の
運
行
を
一

休
止
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
停
留
所
へ
は
平
常
一

通
り
運
行
し
ま
す
が
、
予
定
時
間
一

よ
り
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
一

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
一

▼
問
い
合
わ
せ
西
部
福
祉
セ
ン
ー

タ
ー
壷
（
記
）
５
８
１
８

７
月
１
日
号
か
ら
俳
句
選
者
が
、
染
谷
果
径
さ
ん
か
ら
竹

あ
さ
ら

一
内
旦
さ
ん
に
変
わ
り
ま
し
だ
。
染
谷
先
生
に
は
、
長
い
間
俳

一
句
選
者
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
新
し
く
選
者
を
務
め
て
い
た
だ
く
竹
内
先
生
、
よ
ろ
し
く
お

一
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
．
竹
内
旦
さ
ん
俳
人
協
会
員
、
あ
び
こ
俳
句
同
好
会
会
員

は
が
ね
す
る
ど

鋼
打
つ
音
の
鋭
し
半
夏
生
泉
武
久
子

あ
を
あ
ら
し
だ
ん
か
づ
ら

青
嵐
息
太
々
と
段
葛
山
口
魁

は
な
う
つ
ざ

選
花
卯
木
お
と
こ
結
び
の
四
つ
目
垣
青
山
陽
子

は
は

は
な
誼
い
こ

旦
い
ま
盛
る
亡
母
の
残
せ
し
花
大
根
関
口
静
江

雛
討
や
眼
圧
検
査
受
診
の
日

松
浦
白
梅

一
句
内
強
風
に
藤
す
枢
田
す
べ
も
無
く
秋
田
善
実

一
Ｅ
ｒ
竹
柿
の
花
茶
屋
の
ベ
ン
チ
に
こ
ぼ
れ
け
り
池
田
み
ど
り

一
幽
圃
そ
ぴ

山
帽
子
か
な
た
に
鐸
ゆ
雨
後
の
塚
吉
田
三
重

ほ

山
の
秀
に
藤
の
花
房
ゆ
れ
や
ま
ず
宮
腰
多
加
雄

一
り
、
書
ま
り
毒
発
露
森
寧

三
細
詫
催
癖
鯉
窪
鐸
蓉
稚
砂
与
蝿
塞
瀞
花
見
か
な
勝
田
寿
悪
子

ゆ

篠
田
ま
さ

》
・
り
意
：
．
：
：
：
．
…
：
：
：
：
：
：
．
…
．
．
：
：
．
．
：
…
．
：
：
：
…
：
：
。
…

一
両
限
注
ぁ
こ
が

一
一
咋
歴
畷
搾
れ
の
雪
の
立
山
眺
め
つ
つ
命
短
か
き
わ
が
ひ
と
り

ま
さ
ｇ

正
来
愛
子

一
へ
》
》
一
一
一
錠
岬
一
切
帰
一
寺
》中

野
武

し
の
い

岩
戸
享

階
嶬
り
詞
み
れ
色
浅
ゆ

村
上
道
代

幽
判
鋤
燕
湯
殿
山
浅
雪
深
き
山
頂
に
湯
渡
り
の
行
我
も
峰
め
り

芸
月
お
先

新
堀
孝
女

文
睡
な
嘩
誕
編
碑
韮
ぱ
故
山
筑
紫
に
帰
り
た
る
君
の
余
生
を
遥

山
口
魁

よ

選
日
は
暮
れ
て
独
り
の
わ
れ
の
侍
る
窓
に
蜘
蛛
の
巣
ひ

太
か
る
残
照
の
な
か

馬
場
千
鶴
子

メ
ー
ト
ル

寛
臨
海
の
博
物
館
に
十
米
の
ベ
ニ
ス
の
ゴ
ン
ド
ラ
黒
光

一
歌
本
り
せ
り

公
手
孝
嗣

一
短
山
同
窓
会
招
き
た
る
師
は
既
に
亡
く
集
ひ
来
た
る
は
旧み

る

き
友
の
み

須
田
博

か
か

両
脇
を
娘
夫
婦
に
抱
へ
ら
れ
潮
来
菖
蒲
の
賑
は
ひ
の

な
か

篠
田
ま
さ

一
⑦
⑤
⑤
個
劔
③
⑪
③
⑪

一
Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

一
▼
有
料
で
＊
窓
用
冷
暖
房
エ
ア

ー
コ
ン
〈
磯
島
容
（
理
６
３
５
１
〉

▼
申
し
込
み
連
絡
先
へ
直
接
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

1Iillll■|■■■■■‐-------‐、

ひ

ろ

露

市

民

3～…も■雪､

C
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’ ス
ポ
ー
ツ
少
年
画
が
ボ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を
回
収

５
月
弱
日
（
日
）
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
の
一
つ
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
子
ど
も
た
ち
が
、
ゴ
ミ
拾

い
を
し
ま
し
た
。
（
写
真
）

当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
“

団
、
約
１
６
０
０
名
が
参
加
。
２

時
間
の
活
動
で
集
め
ら
れ
た
ゴ
ミ

は
、
カ
ン
５
２
０
諦
画
、
金
属
類
４

６
０
難
回
、
可
燃
物
８
４
０
輪
画
な
ど
、

合
計
で
は
１
８
２
０
兼
回
に
も
・
・
・
。

〈＞ぼくも私も陶葵家になろう

一

冨像邸少毎少宮

ｴ作數宮参加雪冨亀
皆
さ
ん
ポ
イ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う

あ
な
た
も
陶
芸
家
に
な
っ
て
、

茶
わ
ん
や
花
侭
作
り
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
の
思
い
出

に
、
世
界
で
一
つ
し
か
な
い
作
品

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
。
内
容
８
月
６
日
（
水
）

午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
・
７
日

（
木
）
午
後
１
時
か
ら
４
時
…
制
作
、

即
日
（
水
）
午
前
、
時
か
ら
正
午
・
・
・

色
づ
け
へ
訓
日
主
）
午
前
、
時
か

ら
正
午
．
：
作
品
配
布
・
鑑
賞

▼
場
所
湖
北
地
区
公
民
館

▼
対
象
。
定
員
小
学
校
４
年
生

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
、
妬
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
黄
１
人
１
０
０
０
円

（
材
料
費
含
む
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、
保
識
者
名
、
陶

芸
教
室
参
加
希
望
と
明
記
し
、
７

月
巧
日
（
火
・
必
着
）
ま
で
に
我

孫
子
１
６
８
４
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
云
（
理
１
１
５
１
へ

作
業
終
了
後
に
、
ポ
イ
捨
て
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
、
２
１
０
名
か
ら
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）

過
去
に
ポ
イ
捨
て
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
か
の
問
い
に
は
、
半

数
以
上
が
し
た
こ
と
が
あ
る
と
答

え
て
い
ま
す
が
、
将
来
ポ
イ
捨
て

を
し
ま
す
か
の
問
い
に
は
、
８
割

を
超
え
る
子
ど
も
が
、
し
な
い
と

超
え
る
子
ど
も
か
し
な
い
と

答
え
て
い
ま
す
。
無
秩
序
に
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
、
街

間1．あなたは帆ボイ捨て〃を
したことがありますか。 槍

今
年
で
７
年
目
を
迎
え
る
手
賀

沼
船
上
学
習
が
、
市
内
の
小
学
校

高
学
年
を
対
象
に
４
月
塑
日
（
火
）

か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
手
黄
沼
の
す
ば
ら
し

さ
と
水
質
の
現
状
に
実
際
に
触
れ

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
の
大
変
さ

を
実
感
し
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
が
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ

を
拾
う
姿
を
、
皆
さ
ん
は
ど
う
思

わ
れ
ま
す
か
。
子
ど
も
た
ち
が
ゴ

ミ
拾
い
を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う

に
、
私
た
ち
も
ポ
イ
捨
て
を
し
な

い
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

あ
な
た
は
、
ポ
イ
捨
て
を
し
ま

す
か
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
金
（
師
）
０
０
１
５

手
賀第

一

問2．我孫子市は帆ポイ捨て〃
が多いと思いますか。

い
▼

沼
船
上
学
習
始
ま
る

一
小
学
校
の
沌
名
が
元
気
に
参
加

び

る
こ
と
で
、
水
や
自
然
の
大
切
さ

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
環
境
保

全
課
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。

６
月
９
日
（
月
）
の
船
上
学
習
に

は
、
小
雨
降
る
肌
寒
い
天
候
の
な

か
、
我
孫
子
第
二
小
学
校
５
年
生

こ 問5．あなたは側ボイ捨て〃をする大人を見て
どう思いますか。

あ 注意したし
2％

’
q

問3．リサイクルとは何か知っ

ていますか。 何とも思わな

4％

自然のことを

考えてほしい

6％

いやな気持ち
なる19％

れ
悪い人だと思う

59％

こ いいえ
26％

の
宛
名
が
元
気
に
参
加
。

子
ど
も
た
ち
は
、
沼
の
水
を
透

視
度
計
で
測
っ
た
り
、
パ
ネ
ル
を

使
っ
て
手
黄
沼
の
水
質
の
現
状
や

浄
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
話

に
、
興
味
深
げ
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

職
員
が
沼
の
底
か
ら
ヘ
ド
ロ
を

と
り
出
す
と
、
そ
の
臭
さ
に
び
っ

く
り
：
・
・
顔
を
近
づ
け
て
は
鼻
を

つ
ま
ん
で
い
ま
し
た
。

帰
り
の
船
内
で
子
ど
も
た
ち
は
、

「
手
黄
沼
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と

は
難
し
く
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が

汚
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

切
」
と
い
う
職
員
の
言
葉
を
か
み

し
め
て
い
ま
し
た
。

れ’ はい

74％

■
問6．我孫子市をゴミの落ちていない街にするには

どうすればいいと思いますか。

|周4あな瞳は大人になって蝋ポイ捨て〃をしますか。

あ
な
た
も
、
ま
な
び
シ
ス
テ
ム

〃
ち
ば
ネ
ッ
ト
″
で
、
生
涯
学
習

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

県
民
プ
ラ
ザ
や
県
内
公
民
館
等

の
識
座
を
受
識
し
て
単
位
を
識
み

重
ね
『
単
位
が
一
定
数
に
な
る
と

奨
励
証
が
贈
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民

プ
ラ
ザ
が
実
施
し
て
い
る
誹
座
を

紹
介
し
ま
す
。

尽
訓

生涯学習にチャレンジ〕
はい

17％

ボイ捨てを
しない

61％純びｼｽﾃﾑ､ちばﾈｯﾄ"で

あ雌も学んでみませんか

いいえ

83％

意
）
を
参
照
し
対
象
講
座
を
受
講

▼
受
講
記
録
。
単
位
受
誌
し
た

講
座
内
容
開
催
場
所
な
ど
を
手

帳
に
記
録
。
釦
分
程
度
の
講
座
を

１
単
位
と
し
、
１
０
０
単
位
で

「
ま
な
び
さ
わ
や
か
蛍
」
、
３
０

０
単
位
で
「
ま
な
び
い
き
い
き
賞
」

の
各
奨
励
証
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
さ
わ
や
か
ち
ぱ

県
民
プ
ラ
ザ
〃
ち
ぱ
ネ
ッ
ト
″
事

務
局
壷
（
“
〉
８
６
０
０

こ
の
機
会
に
、
興
味
の
あ
る
分

野
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎
ま
な
び
シ
ス
テ
ム
〃
ち
ぱ
ネ
ッ

ト
″
学
習
方
法

▼
学
習
者
登
録
教
育
委
員
会
、

公
民
館
に
備
え
て
あ
る
「
ち
ぱ
ネ

ッ
ト
手
帳
」
添
付
の
ハ
ガ
キ
を
さ

わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
に
郵
送

▼
講
座
の
受
講
「
講
座
案
内
冊

子
」
（
教
育
委
員
会
、
公
民
館
、

さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
に
用

あのころの ⑯●●●

手 賀 1召 I土
ローーローーー一

＝ ロ ー 一

く
だ
さ
い
。

昔
懐
し
い
手
賀
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

I ’

親
子
体
操

成
人
病
予
防
教
室

映 茶
道
（
外
国
人
と
一
緒
に
）

舞 家
庭
で
で
き
る
防
災

※
い
ず
れ
も
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※
申
し
込
み
受
付
は
、
申
し
込
み
期
限
の
１
か
月
前
か
ら
。

※
申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
年
齢
を
明
記
し
、
〒
２
７
７
柏
市
柏
の
葉
４
の
３

の
１
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
壷
（
鋤
）
８
６
０
０
へ

演
劇

絵
画
（
油
絵
・
経
験
者
対
象
）

サ
ン
ブ
ス
ギ
の
里
を
訪
ね
る

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

ビパ
ン
ト
マ
イ
ム
入
門
教
室

パ
ソ
コ
ン
２
表
計
算

講
テ

か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ
生
涯
学
習
講
座
（
参
加
費
無
料
）

《
ロ画

へ

人 座
オ
編
集

技鑑
形

名

劇
一賞 術

定
員

別
名

473

名
釦
名

別
名

恥
名

略
名

如
名

加
名

如
名

加
名

鋤
名

別
名

訓
名

ll
開
始
日

８
／
２

８
／
羽

９
／
２

８
／
皿

８
／
Ⅳ

9

／
17

８
／
羽

９
／
５

９
／
別

９
／
ｕ

９
／
３

９
／
７

８
／
岨

広
報
広
聴
課
Ⅱ

新木沖田下・藻取り舟にて（昭和15年）
当時、手賀沼の藻を取って畑の肥料にしていたそうです。

提供：中野重男さん（中里）

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみませんか。
申
込
期
限

７
／
証

８
／
巧

７
／
釦

８
／
５

８
／
別

８
／
別

８
／
別

８
／
別

７
／
巧

７
／
別

９
／
６

８
／
別

７
／
別
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’ 画○○国
す

’
世曰時7月13日(日)午前10時か

ー

ー
ら午後2時（入場無料）

シ日時7月12日(土)午前10時か

ら午後3時（雨天延期）

し場所社会福祉協議会作業室

（中央公民館隣仮設住宅内）

し対象・定員市内在住の親子、

先着20組（2人1組）

し参加費1000円（材料代）

し申し込み・問い合わせ電話で、
しBDペa

DIYヘルプ森谷盃(82)3744'X

や
か
ち
ゃ

b

’’つかはらまさのり

矩〈ん
1歳1か月） シ日時7月20日(祝)午前8時30

分受付(雨天決行）

し場所市民プール

し種目男・女別･･･25海と50配の

自由形、平泳ぎ、背泳ぎ、バタフ

ライ、200海リレー(50薊×4人）

し参加資格健康で各種目の距離

を完泳できる高校生以上の市内在

住・在勤・在学者

伝参加費1人1種目300円（リ

レーを除き1人2種目まで）

し申し込み・問い合わせ申込書

（市民体育館・各支所・教育委員

会体育課に用意）｜こ必要事項を明

記し、7月7日（月・必着）まで
ふみこ

に船戸3の7の11中村史子盆(82）

3767へ

’ ’
回国画凹’ ’ 市内在住の被爆者の方に1万円

の見舞金が支給されます。

惨要件被爆者健康手帳を交付さ

れている方で、7月1日現在、市

内に住民登録されている方

し申請方法・問い合わせ7月18

日(金)までに、被爆者健康手帳と

印鑑を厚生課冠(85)1111へ持参

惨日時・場所7月12日(土)午前

10時から正午、第一小学校中庭

（雨天の場合は、地域交流教室）

し講師内山春雄

シ定員200名

惨参加費300円（材料代）

惨持参筆、烏の図鑑

し問い合わせ業由壷(84)7758
’’

國劉国国 住宅などの建築に関する無料相

談を、専門の建築士や施工者等が

お受けします。なお、不動産相談

と同時に行いますので、お気軽に

ご利用ください。

シ日時・場所7月11日(金)午前

10時から午後3時、市民相談室

（以降は、市民カレンダーを参照）

惨問い合わせ建築指導課壷(85）

1111内線572

◎近隣センター等公共施設利用の

活動などは、優先的に場所が確保

されているものではありません。

’
廟湖北fin灰公民館

◎楽しく遊ぼう

平成9年中に満70歳になり、6

月1日現在市内に居住し、かつて

母子家庭の田であった寡婦の方に、

県から慰問品が贈られます。

し申し込み．問い合わせ7月18

日(金)までに電話、または直接児

童保育課査(85)1111内線347へ

’
分から11時30分（参加費無料）惨場所我孫子ゴルフ倶楽部（雨

し内容①折り紙（折り紙、ハサ天決行）

シ日時7月23日から8月1日ま

での月・水・金曜日午後5時から

7時まで（全5回・雨天決行）

し場所市民プール

し対象18歳以上の初心者

シ定員先着30名

医参加費1000円

惨申し込み．問い合わせ往復ハ
ふりが必

ガキに市民水泳教室、住所、氏名

年齢、性別、電話番号を明記し、

我孫子1684教育委員会体育課査

(85)1151へ

’’
傷曰時7月12日(土)午前10時か

ら正午、午後1時から3時

し場所干葉県弁護士会松戸会館

し定員先着30名

し申し込み・問い合わせ電話で、

干葉県弁誇十会丑047(366)6611へ

10時から正午、柏市教育福祉会館

し講師洩含艶字(東京家庭教育

｜

’

事務局念(34)7271課云(85)1151へ（記入もれ、重複．

両日申し込みは無効） 【ずつつじ荘・西部福祉センター休館

し曰時7月18日(金)午前10時か

ら午後0時30分（入場無料）

少場所中央学院大学512教室

し定員300名（応募者多数の場

合は抽選）

伝申し込み・問い合わせハガキ
ふりがな

に住所、氏名、電話番号、映画希

望を明記し、7月10日(木・必着）

までに久寺家451中央学院大学ア

クティブセンター壷(83)6529へ

》
鰯
フ
月
鰯
鰯

し日程7月26日(土)、27日(日）
｡－7月8日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃酒害相談＝保健センター13:30～15:00
K薮健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

〃市役所閉庁(－部の施設は除く）

参加者番号、ランク別を明記し、7月17

電話番日（木・必着）までに根戸1042小

ング教室、代表者の住所、
ふりがな

全員の氏名、年齢、性別、
｜

I

し日時・場所8月3日(日)午前

9時受付、市民体育館

医種目団体戦…男・女別(SW)、

個人戦…男・女別

修黄格40歳以上の男女

伝参加費団体1チーム2000円、

個人1人600円

し申し込み・問い合わせハガキ
ムワ）がな

'こ住所、氏名、生年月日、電話番

号、大会名、種目、所属クラブ名

を明記し、7月11日（金・必着）

までに新木3175の12坂本和男盃

(88)9034へ

までに我孫子1684教育委員会体育

課云(85)1151へ

そうみ

後1時30分出港（受付はいずれも家…玉井宗美

出港の20分前から）、荒天中止し席料2席で1000円

センター（千葉市）、参加費無料

伝対象・定員県内在住の小・中

机の上で簡単に弾ける｢自訓半奏付
中高年用ミニ‘ｷー ポー ド｣講習会

(応募者多数の場合は抽選）両日とも午前10時30分から正午 灘
限申し込み・問い合わせ封書で、し場所市民プラザ

少曰時・集合場所7月24日（木）

午前8時45分中央公民館前集合、

9時出発（雨天決行）

しコース中央公民館→我孫子駅

南口→手賀沼沿い→JR北柏駅南

□（市民プラザで昼食）

※昼食は主催者で用意

し問い合わせ稲垣壷(88)4404

塁
〃･つつじ荘・西部福祉センター休館

〃7月22日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

’

－

第2回在宅介護フエア 龍生活ｾﾝｦー のご利用を

消費生活センターでは、悪徳

商法による被害や消費生活に関

する相談をお受けしています。

お気軽にご相談ください。

伝相談日時祝日を除く毎週月
睡

曜から金曜日午前10時から正午、

午後1時から3時

シ問い合わせ消費生活センタ

一(市民会館脇）壷(85)0999

親子ふれあい工作室参加者
r本立て･詞味料入れなどを作ろう」

市民水泳大会

原爆被爆者の方へ
見舞金が支給されますｱﾐー のやってみようー ･カービ

ング｢糊りの小鳥にぺｲﾝﾃｨﾝグ」
夏休み折り紙教 室
｢水辺の生き もの」

楽しく遊ぼう(篭
制
事

犯
行 ）

住宅相談を開設します

市民ゴルフ大会 今年満70歳になる寡婦の方に
慰問品が贈られます

市民水泳教室

§料法律相談会家庭教育勉強会
｢非行化を防ぐ子どもの教育」

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ
(日I恥当番医・1週間の行率）

ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙

囿砺流郷

訊恐漉肌
ﾌｧｸｽガｲﾄ゙ 繩据例NlIIIl

冒鳶犬普及ｷｬﾝー ﾝ蜘国上映会
r陽のあたる教

市民ハイキング教室
h一 バドミ

｢第15回混
非
垂

ン連盟
ルス大会」

6⑧

7月

8火

9水

10木

11金

12土

13⑧

画．日曜当番房＝テレホンサービス

‘夛休日救急歯科診霞日=休日救急歯科診關所(市民会館内)9:00~11:30
・結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

〃心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00
〃市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
【夛つつじ荘・西部福祉センター休館

・法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

‐市民函璽館休館

‐7月17日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

〃市民プラザ休館

画不動産・住宅相談＝市民相談室10:00～15:00

面.アルコール家族教室＝保健センター13:30～15:00
〃健康相談＝西部福祉センター10;00～11;30

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

画．日曜当番医＝テレホンサービス

画休日叙急歯科診鰯日=休日救急歯科診綴所(市民会館内)9:00~11:30

第2回我孫子オープン
ラージボール卓球大会

茶道連盟月釜

親と子の東京潭視察会

平和行進我孫子コース


